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常
な
血
管
（
新
生
血
管
）
が
網
膜
の
外
側
に

み
や
く
ら
く
ま
く

あ
る
脈
絡
朕
か
ら
発
生
し
て
穆
出
病
変
を

来
し
、
黄
斑
を
障
害
す
る
。
萎
縮
型
よ
り

進
行
が
速
く
、
賞
班
部
に
出
血
や
む
く
み

が
生
じ
、
急
速
な
視
力
障
害
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
る
。

新
生
血
管
の
成
長
を
抑
制

病
状
の
進
行
が
緩
や
か
な
萎
縮
型
は
進

行
を
予
防
す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
効
果
的

と
の
報
告
が
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

こ
れ
と
い
っ
た
治
療
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

近
年
、
目
覚
ま
し
く
進
歩
し
た
の
が
惨

州
型
の
治
療
法
で
あ
る
。

「新
生
血
管
の
増
殖
や
成
長
を
抑
え
る
薬

剤
を
眼
の
中
に
注
射
す
る

『抗
血
管
新
生

療
法
』
が
治
療
の
第

一
選
択
。
ル
セ
ン
テ

新生血管の成長や増殖を抑える薬剤を限の中に注射する抗血管新生療法。
点眼麻酔のみで痛みはほとんどなく、治療後の生活制限もなし、。

ィ
ス
、
ア
イ
リ
l
ァ
、
マ
ク
ジ
エ
ン
と
い

う
3
種
類
の
薬
が
あ
り
、
円
以
初
3
カ
月
は

月
1
回
、
そ
の
後
は
定
期
的
に
診
察
し
て
、

新
生
胤
管
の
活
動
が
見
ら
れ
れ
ば
再
度
注

射
す
る
」（
凹
川
院
長
）

ω年
3
月
に
認
可
さ
れ
た
ル
セ
ン
テ
イ

ス
は
治
療
効
果
が
高
く
、
現
在
、
最
も
多

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
リ
l
ア
は
昨

年
日
月
に
認
可
さ
れ
た
ば
か
り
だ
が
、
臨

床
試
験
の
段
階
で
は
ル
セ
ン
テ
ィ
ス
と
同

等
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
効
果
が
ル
セ

ン
テ
ィ
ス
よ
り
長
く
持
続
す
る
報
告
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
ル
セ
ン
テ
ィ
ス
で
効
果
が

み
ら
れ
な
い
症
例
で
治
療
が
奏
功
す
る
ケ

ー
ス
も
多
く
、
今
後
ま
す
ま
す
使
用
さ
れ

て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
。

こ
う
そ
〈

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
楽
で
は
脳
梗
塞
や

網
膜
の
中
心
に
あ
る
「賞
斑
」
は
多
く
の

視
釧
胞
が
集
ま
り
、
物
を
見
る
う
え
で
重

要
な
役
割
を
来
た
す
。
こ
の
賞
斑
が
加
齢

に
よ
っ
て
異
常
を
き
た
し
、
視
野
の
中
心ゆ

が

部
分
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
り
、
物
が
歪

ん
で
見
え
る
の
が
加
齢
賞
班
変
性
だ
。

現
時
点
で
正
雌
な
発
症
率
を
抱
擁
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
稲
岡
県
久
山
町
の
住

民
を
対
象
に
2
0
0
7
（平
成
問
）年
に
行

わ
れ
た
調
査
で
は
、
回
歳
以
上
の

1
・
3

%
に
加
齢
賞
斑
変
性
が
認
め
ら
れ
た
。
日

本
の
人
口
に
換
算
す
る
と
、
批
定
患
者
は

⑨
田
川
茂
樹
院
長

金
大
医
学
部
卒
業
。
金
大
附
属
病
院
眼
科
助
手

な
ど
を
経
て
2
0
0
9年
2
月
、
た
が
わ
眼
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
開
院
。
例
年
、
北
陸
で
初
め
て
加
齢
黄
斑

変
性
の
光
線
力
学
的
療
法
（P
D
T）を
行
う
。

心
筋
梗
塞
の
既
往
患
者
が
使
う
と
再
発
作

の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た

患
者
に
は
治
療
効
果
は
先
の
2
つ
よ
り
低

い
も
の
の
、
よ
り
安
全
性
の
古
川
い
マ
ク
ジ

エ
ン
を
使
う
。

問
川
院
長
は
加
齢
貰
到
変
性
を
専
門
に

研
究
し
た
北
陸
で
も
数
少
な
い
眼
科
医
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
約
6
0
0眼
を
抗
血
管

新
生
療
法
で
治
療
し
、
そ
の
後
1
年
間
の

経
過
を
み
る
と
、
初
%
で
症
状
が
改
器
、

印
%
で
症
状
の
進
行
を
食
い
止
め
た
。
抗

血
管
新
生
療
法
で
は
年
に
数
回
、
注
射
を

打
つ
と
数
十
万
円
単
位
の
費
用
が
必
要
と

な
る
が
、

ル
セ
ン
テ
ィ
ス
は
今
年
8
月
に

保
険
適
応
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

将
来
的
に
は
保
険
点
数
が
下
が
っ
て
経
済

的
負
担
が
軽
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

ひ 左
ど記
くの
なょ
っ弓

た丘
安寧
ロヌ

同元
担り
当以
~前
Lと

甥比
員災／ミ

して
た見
いえ

u 方

が
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約
市
万
人
と
な
る
。
同
地
で

9
年
前
に
行

わ
れ
た
前
回
調
査
か
ら
約
2
倍
に
急
増
し

て
お
り
、
社
会
の
高
齢
化
や
生
活
の
欧
米

化
な
ど
に
よ
っ
て
今
後
、
患
者
数
は
さ
ら

に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

い
っ
た
ん
異
常
が
起
き
た
賞
斑
は
完
全

に
元
の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
な
い
た
め
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要
だ
。
最
も

手
軽
な
検
査
法
は
格
子
状
の
試
験
表

（別

掲
）
を
使
っ
た
も
の
で
、

「線
が
歪
ん
で
見

え
る
」「
巾
心
が
見
え
に
く
い
」
と
い

っ
た

症
状
が
見
ら
れ
る
時
は
発
症
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

「片
眼
に
異
常
が
あ
る
場
合
、
良
い
方
の

眼
が
カ
バ
ー
し
て
発
・
虻
に
気
付
く
の
が

遅
れ
や
す
い
。
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
必
ず
、

片
眼
ず
つ
行
っ
て
ほ
し
い
」（
問
川
院
長
）

加
齢
賞
斑
変
性
は
、
賞
斑
の
変
化
の
仕

い
し
ゅ
く

し
ん
し
ゆ
っ

方
に
よ
っ
て
「萎
縮
型
」と
「穆
山
型
」
に
分

け
ら
れ
る
。
萎
縮
型
は
徐
々
に
貰
斑
の
網

膜
の
釧
胞
が
減
り
、
長
い
時
間
を
か
け
て

ゆ
っ
く
り
視
力
が
低
下
す
る
。

一
方
、
惨

出
型
は
健
康
な
状
態
で
は
見
ら
れ
な
い
興

抗
血
管
新
生
療
法
で
効
果
が
見
ら
れ
な

い
場
合
、
光
に
敏
感
に
反
応
す
る
色
素
を

静
脈
内
に
注
射
し
、
黄
斑
の
新
生
血
管
に

迷
し
た
時
に
弱
い
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
し

て
新
生
血
管
だ
け
を
破
壊
す
る
「
光
線
力

学
療
法

（P
D
T）」
を
検
討
す
る
。
問
川

院
長
は
例
年
に
北
陸
で
初
め
て
P
D
Tを

行
っ
て
以
来
、

6
0
0眼
以
上
の
盟
富
な

症
例
を
手
掛
け
て
い
る
。

「加
齢
賞
斑
変
性
で
は
従
来
、
症
状
が
出

て
か
ら
治
療
を
開
始
す
る

『リ
ア
ク
テ
ィ

ブ
治
療
』
が
中
心
だ
っ
た
が
、
症
状
が
出

る
前
に
治
療
を
始
め
る

『プ
ロ
ア
ク
テ
ィ

ブ
治
療
』
が
大
切
だ
」（
悶
川
院
長
）

か
け
が
え
の
な
い
視
力
を
守
る
た
め
に

も
、
日
歳
を
過
ぎ
た
ら
定
期
検
診
を
心
掛

け
た
い
。

金沢市田上町17街区10
TEL.076-223-41 46 
診療時間／9:00～12:00

14:30～18:00 
休診／木・土午後、目、祝

http:/ /www. tagawa 
-eye.com/ 
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